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踊
り
手
は
非
常
に
素そ

朴ぼ
く

な
衣
装

（
白
い
麻あ

さ

の
狩か

り

衣ぎ
ぬ

）を
身
に
ま
と

い
、
蓑み

の

笠が
さ

を
烏え

帽ぼ

子し

の
よ
う
に
被

り
ま
す
。
そ
し
て
、
大
太
鼓
の
周

り
を
取
り
囲
ん
で
、
唄
と
太
鼓
に

合
わ
せ
て
輪
に
な
り
、
約
20
分
間

踊
り
続
け
ま
す
。
神
社
で
の
踊
り

を
終
え
る
と
、
そ
こ
か
ら
東
へ
約

５
０
０
㍍
離
れ
た
「
稔と

し

之の

神か
み

」と

い
う
場
所
へ
移
動
し
て
、
再
び
同

じ
踊
り
を
奉
納
す
る
と
行
事
は
終

了
で
す
。

そ
の
歴
史
は
大
変
古
く
、
中
世

（
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
）ま

で
さ
か
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。起
源
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、

念
仏
踊
り
や
盆
踊
り
か
ら
始
ま
っ

た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
担
当
：
山
鹿
市
社
会
教
育
課
）

を
も
ら
い
ま
す
。
か
せ
い
ど
り
は

家
内
安
全
と
一
年
の
豊
作
を
祈

り
、
神
棚
に
供
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
行
事
は
数
百
年
続
く
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
由
来
な

ど
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
は
子
ど
も
が
少
な
く
な
り
、

伝
承
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
地
域
の
子
ど
も
と
大
人

が
一
緒
に
な
っ
て
守
り
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

長な
が

坂さ
か

な
れ
な
れ
な
す
び
踊
り

毎
年
３
月
の
上
旬
に
、
山
鹿
市

の
中
ほ
ど
に
あ
る
長
坂
地
区
の
厳い

つ
く

島し
ま

神
社
例
大
祭
で
奉
納
さ
れ
る
、

五
穀
豊
穣
を
祈
っ
た
踊
り
で
す
。

祭
り
当
日
、
踊
り
手
た
ち
が
午

後
８
時
頃
か
ら
集
ま
っ
て
、
し
ば

ら
く
お
酒
を
酌く

み
交
わ
し
た
後
、

10
時
頃
か
ら
踊
り
が
始
ま
り
ま

す
。
踊
り
手
６
人
と
、
ど
ら
打
ち

４
人
、
歌
い
手
10
人
の
合
計
20
人

が
、
神
社
境
内
の
舞ま

い

殿ど
の

で
踊
り
を

奉
納
し
ま
す
。

菊
池
川
流
域
で
は
、
米
の
豊
作

を
祈
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
お
祭
り
や

風
習
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

阿あ

佐さ

古ご

か
せ
い
ど
り
う
ち

毎
年
１
月
14
日
の
夜
、
山
鹿
市

北
東
の
山
あ
い
に
あ
る
菊
鹿
町
阿

佐
古
地
区
で
行
わ
れ
る
行
事
で

す
。「
か
せ
い
ど
り
」と
は
長
さ

70
セ
ン
チ
ほ
ど
の
し
め
縄
に
粟あ

わ

の

穂
を
挿
し
た
作
り
物
で
す
。

当
日
の
夕
方
、
地
区
の
子
ど
も

た
ち
が
地
元
の
乙お

と

皇す
め

神
社
に
集
ま

る
と
、
顔
を
墨
で
真
っ
黒
に
塗
り

つ
ぶ
し
、
か
せ
い
ど
り
を
持
っ
て

各
家
庭
を
回
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
玄
関
の
戸
を
開
け
る
と
「
か

せ
い
ど
り
、ど
っ
さ
り
お
祝
い
な
」

と
大
き
な
声
を
発
し
、
か
せ
い
ど

り
で
上
が
り
框か

ま
ち

を
叩
く
の
が
習
わ

し
で
す
。
家
の
人
は
子
ど
も
た
ち

に
お
菓
子
や
お
餅
を
渡
す
と
、
そ

の
お
返
し
に
小
さ
な
か
せ
い
ど
り

❶阿
あ

佐
さ

古
ご

かせいどりうち

❷長
なが

坂
さか

なれなれなすび踊り
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今
回
は
、
Ａ
区
の
説
明
で
す
。
今

年
の
夏
、
猛
暑
の
中
、
熱
中
症

を
気
に
し
な
が
ら
、
調
査
を
し

ま
し
た
。

〔
上
面
域
〕

　
主
軸
尾
根
の
北
端
部
で「
く
」の
字
形
を
し

て
い
ま
す
。
全
長
53
ｍ
、
幅
7
・
5
～
1
・

8
ｍ
。
南
側
の
「
高た
か
じ
ょ
う城

」
Ｂ
区
と
の
高
低
差

は
、
マ
イ
ナ
ス
６
ｍ
。
地
形
の
変
化
点
に
、

小
堀ほ
り
き
り切

１
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

〔
東
側
斜
面
〕

標
高
49
ｍ
の
崖
に
至
る
ま
で
に
、
３
段
の

帯
状
削
平
地
が
あ
り
ま
す
。

〔
北
側
斜
面
〕

上
位
は
舌
状
削
平
地
（
Ａ
４
）、
中
位
は
緩

傾
斜
地
、
下
位
は
、
標
高
48
ｍ
か
ら
絶
壁
に

変
化
し
ま
す
。
Ａ
４
は
緩
い
造
成
地
で
、
全

長
9
・
0
ｍ
、
幅
2
・
5
ｍ
。

〔
西
下
①
〕

　
上
位
の
Ａ
５
は
、
幅
広
い
三
日
月
形
の
造

成
地
で
す
。
中
位
に
は
、
三
角
形
状
削
平
地

（
Ａ
６
・
Ａ
７
）
と
帯
状
削
平
地
（
Ａ
８
）

が
、
階
段
状
に
連
な
り
ま
す
。
下
位
は
、
標

高
44
ｍ
か
ら
絶
壁
に
変
化
し
ま
す
。

〔
西
下
②
〕

上
位
に
Ａ
９
・
Ａ
10
が
、
尾
根
筋
に
沿
っ

て
、
段
違
い
に
並
び
ま
す
。
Ａ
９
は
、
大
型
の

舌
状
形
削
平
地
で
、
Ａ
10
は
、
や
や
弧
を
描

く
帯
状
削
平
地
で
す
。
中
位
は
、
３
段
の
削

平
地
（
Ａ
11
～
Ａ
13
）
が
、
尾
根
筋
に
沿
っ

て
、
横
並
び
に
連
な
り
ま
す
。
Ａ
11
と
Ａ
12

は
細
帯
状
、
Ａ
13
は
、
小
型
の
長
円
形
を
し

て
い
ま
す
。
下
位
は
、
標
高
46
ｍ
か
ら
絶
壁

に
変
化
し
ま
す
。

〔
結
び
〕

神
尾
城
跡
の
縄な
わ

張ば

り
は
、
地
形
的
に
西
側

の
主
軸
尾
根
（
Ｃ
・
Ｆ
～
Ｉ
）
を
軸
に
展
開

し
ま
す
。
同
尾
根
を
鋭
く
断
ち
切
る
大
堀
切

（
３
～
５
）
と
大
規
模
区
画
の
Ｇ
区
か
ら
も
明

ら
か
で
す
。
有
事
の
際
、
こ
の
区
域
で
戦
闘

が
行
わ
れ
た
事
が
分
か
り
ま
す
。

一
方
で
、
Ｂ
区
は
、
城
の
シ
ン
ボ
ル
的
な

場
所
で
あ
り
、
そ
の
北
側
に
位
置
す
る
Ａ
区

も
、
地
形
的
に
見
て
、
第
２
の
戦
闘
区
域
で

し
た
。
痩や

せ
馬
の
背
中
の
様
な
細
長
い
尾
根

は
、
小
規
模
で
も
、
戦
略
的
に
有
利
な
地
形

で
し
た
。
東
側
か
ら
北
側
の
縁
部
は
絶
壁
で

す
か
ら
、
敵
方
を
、
こ
の
地
域
に
追
い
込
ん

で
叩
く
事
が
出
来
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
尾

根
の
斜
面
部
に
も
、
詳
細
に
手
が
加
え
て
あ

り
ま
す
。

本
文
中
で
説
明
し
た
造
成
地
（
13
箇
所
）

の
原
形
は
、
当
時
の
戦
略
的
施
設
に
他
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

図1　A区縄張り図

写真1　東側斜面（3段の帯状削平地）写真2　A（尾根）とA9（舌状形削平地）図２　神尾城跡全体図

表1　東側斜面

場所 全長 幅 高低差 上段
Ａ１ 47 4.0 ～ 2.0 1.6 Ａ
Ａ２ 79 4.0 ～ 1.0 2.3 Ａ１
Ａ３ 46 9.0 ～ 3.0 2.4 Ａ２

表2　西下①

場所 全長 幅 高低差 上段
Ａ５ 25 6.0 ～ 3.5 1.3 Ａ
Ａ６ 11 7.5 ～ 2.6 1.6 Ａ４
Ａ７ 9.5 4.5 ～ 0.7 3.0 Ａ５
Ａ８ 13.5 2.1 2.0 Ａ６

表3　西下②

場所 全長 幅 高低差 上段
Ａ９ 32 15.0 ～ 5.0 3.3 Ａ
Ａ10 25 ��6.0 ～ 3.0 1.1 Ａ９
Ａ11 19 ��4.0 ～ 3.5 2.5 Ａ 10
Ａ12 17 ��3.5 ～ 2.5 1.5 Ａ 11
Ａ13 17 ��9.0 ～ 3.0 2.1 Ａ 12

（単位：ｍ）

（単位：ｍ）

（単位：ｍ）
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